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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に，研究目的について説明します．
�先行研究では，複雑な形状変化の再現が可能である高速に計算を行うためのツールとしてGPUを用いた解析手法の開発が行われました。
しかし，1つのコンピュータに搭載できるGPUには数に限りがあります。
�そこで本研究では，コンピュータを通信して繋ぐツールであるMPIを組み合わせることにより，�複数のGPUを用いることで，さらに大規模な問題にも対応することのできる解析手法の開発を目的としています。
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ISPHiE (Incompressible SPH)
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ISPHiE (Incompressible SPH)

B ET : FEEMEE Navier - Stokes ATET

vV = V" + At(g + vWivh)

V.-v=0

EIERFTYD

vl = g - At (% Vp"“)

(V")
- EHARTPY>EERX (PPE) (o)
Po_ - Po — \pP
VZ n+l _— —Vv. *
P At v ta At?

(IR) RE v*

—>» EHp

[(ZEEE  IEfBE
(Explicit (ISPH)

4

ISPH)

[ERHE

(Implicit |:

ISPH)

LN P EY

P2EY

b= EY PEEY

PS8y

RLF2K

A

X

5T ERFH]

A

sTERE

O

O
O
A

©

XKEFTERAK(CS

L CIFO

[ WERMEAS - SIS E]
. -

SN ErEtEk DB El

 (RTESOU— - ©LBR

I
BRI FIERER

FRIATwY T :
v B

BHE ||
ERER |

|

PPE: p B3h

X

EE | |
IRHEERT | |

BEXFYT:v BH |

UUUUUUUUUUUUUUUU



BMTFE -EHOBR / RHET

ISPHiE (Incompressible SPH)
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f269 ISPHZE (Implicit ISPH)
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
バックグラウンドセル（バケット）により粒子を管理し，MPIによる領域分割や通信もセル単位で行う。
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プレゼンテーションのノート
並列計算で計算効率を向上させるには，
並列化領域ごとの計算負荷を均等にする事が重要になります．
その方法として一般的に用いられる事が多いのが直行分割ですが，
この手法では粒子数に粗密ができ易く，計算負荷が均等になりにくいという問題があります．
そこで本研究では，2次元スライスグリッドという手法による領域分割を基に，
動的に計算負荷を各計算領域に分散することで，
より効率的な領域分割を行っています．
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
動的負荷分散の効果がわかるが，半陰解法においてPPEをCGにより解く部分の行列ベクトル積が大半の時間を占める
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A phase-change approach to landslide simulations: Coupling finite strain elastoplastic TLSPH with non-Newtonian
IISPH | , Computers and Geotechnics, Vol. 148, 104815, 2022.Computers and Geotechnics. 146, 113681., 2022
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